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聖書のことば 

「いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。どんなことにも感謝しなさい。 

これこそ、キリスト・イエスにおいて、神があなたがたに望んでおられることです。」 

                  テサロニケの信徒への手紙一 ５章 16～18 節 

 

若葉の目に鮮やかな季節となりました。１学期も半分が過ぎます。５月は 11 日（土）に

開催された体育大会が大きな行事です。中１から高３までの全員が揃うとても大切なもので

す。保護者・PTA の皆様に支えられ、今年も盛大に行われました。毎年、寿老園老人ホーム

の方も見に来てくださいます。今年は最後の種目まで見てくださり、とても楽しい時間でし

たとおっしゃってくださいました。生徒一人ひとりの一生懸命な姿は、本当に素敵でした。

見ている者を明るくさせてくれました。この体育大会での応援団の取り組みはとても大事な

ものです。大型連休があり、例年と違うスケジュールの中で、どの応援団も素晴らしいパフ

ォーマンスを見せてくれました。ありがとうございました。 

この１週間後には、中間テストがあります。テストは、中学生・高校生であれば必ず取り

組まなければならないものです。先日の礼拝で、中学高校とも、この時を不安や不満で過ご

すのでなく、神様の言葉を聴く、神様とお話しする穏やかな時とさせていただきましょうと

お話しました。テスト期間は、普段と違い一人だけの長い時間をもつときとなります。その

時間は成長する意味でも大切なときです。そのときを、安心の中で過ごすことは、未来を安

心できるものに創ることにつながってゆくと思います。  

高校は、５月が終われば、県総体です。高３の運動部の生徒にとっては、この６年間の集

大成のときです。一つ一つのことを大切にし、最高のパフォーマンスになることを祈ります。 

先日、愛知県の方からお手

紙が届き、その中に『廣島女

學院繪葉書』が同封されてい

ました。1930 年に竣工された

『ジュビリーホール』(写真

左)の写真などがありました。

旧中学校舎(写真右)の面影も

あり、大変貴重なものをいた

だきました。その時も今も、

大切にしていることは同じで

あると感じました。 

（校長） 
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－ 閉会式 － 

－ 騎馬戦 － 

2019 年度体育大会 
雲一つない青空の中、吹奏楽部の演奏に

合わせた入場行進から今年度の体育大会も

スタートしました。 

中学生の「100m 走」から始まり、学年

種目や各色対抗のものなど様々な競技に五

色それぞれが優勝を目指し力の限りを尽く

して競い合いました。 

中 1 にとっては初めての体育大会で先輩

たちの迫力に圧倒されながらも、「台風の目」

では、小さな体を使って元気よく走り回り、

ほほえましい気持ちにさせてくれました。

中 2 の「棒うばい」、と中 3 の「騎馬戦」で

は、クラス一丸となって

の非常に迫力のある戦い

を見せてくれました。普

段ではあまり見ることの

できない、激しく力強い

一面を見ることができま

した。中 3 の「騎馬戦」

は、4 クラスが同数で並び異例の延長戦に

突入するという非常に実力の拮抗した良い

戦いでした。高１の「ダンス」、高２の「跳

んだもん勝ち」では中学生以上に強いクラ

スの団結力を感じました。高 3 の「むかで

競争」では、女学院

生活最後の体育大会

を、担任の先生をは

じめ多くの先生とと

もに精一杯楽しむ高

3 生の姿を見ること

ができました。 

その他にも体育大会の醍醐味である「リ

レー」や女学院の体育大会の名物競技「着

せ付け競争」など最後まで皆が全力で競技

をしました。仲間と喜び合ったり、悔しが

ったり、声をからすほど応援したり、時に

は涙したりとたくさんの表情を見ることが

できました。今年も女学院生の日頃の姿と

は違った一面を見ることができる素敵な一

日でした。 

  また、運動部の生徒を中心とした各係の

仕事、体育委員の準備、PTA の皆様のジュ

ース販売やお父さんの会の後片づけでの大

活躍など、多くの生徒と保護者の皆様のご

協力のおかげで、無事今年度も体育大会を

終了することができました。この場をお借

りし、体育大会に関係された全ての方々に

感謝いたします。ありがとうございまし

た。 

 なお総合優勝は緑組、準優勝は白組、応

援団の優勝は赤組、準優勝は緑組でした。 

（体育科） 
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－ 参勤交代－ 

高１進路合宿 

４月 24 日（水）から 25日（木）にかけ

て、グリーンピアせとうちで進路合宿を行

いました。合宿の目的は「自分をしっかり

見つめ、将来について考える」です。高校

生活のスタートにあたり、進路実現のため

に、自分はどのように学校生活を送るかを

HR 活動を通して考えました。開会礼拝の

後、進路指導部長の久保先生の講演で、高

校生活や授業、日々の学習に必要な心構え

についての話を聞きました。昼食後、各ク

ラスに分かれ、春休みに書いた自分史や保

護者の方からの手紙を読んで、自分自身を

見つめることをテーマに HR 活動を行いまし

た。夕食後は、翌日にクラスで発表する

「自分を語る」の原稿作りをして１日目を

終えました｡２日目は、原稿を基に各クラス

で一人ずつ発表を行いました。一人ひとり

が自分自身を語り、友人の話に真剣に耳を

傾けることで、自分の将来をどのように築

いていくか、高校生としてどう日々を過ご

すかなど、じっくりと考えることができま

した。これらを糧に充実した高校生活を送

ってくれると信じています。 

保護者の皆様にはお忙しい中、思いの込

もった手紙を書いていただき、この合宿を

内容の濃いものにしていただきました。心

より感謝申し上げます。 

（高１学年会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中１学年合宿 

４月末に中 1 は「グリーンピアせとうち」

にて１泊２日の学年合宿を行いました。学

校に入学し初めてのビッグイベントに生徒

たちは朝からそわそわしていました。ゲー

ンスホールにて開会礼拝をし、広島女学院

の歴史を勉強しました。そして、いよいよ

出発。途中で比治山にあるゲーンス先生の

お墓にて墓前礼拝を行いました。そこでは

生徒によるお祈り、献花そして讃美歌 294

番を心を込めて歌いました。 

グリーンピアせとうちでの最初の行事は

同級生インタビューでした。自身が考えて

準備した質問をもとに同級生と１対１でイ

ンタビューをします。「他者がいるから自分

が見える。」インタビューを通じて同級生の

事を知り、知らなかった自分も発見してい

こうという企画です。天候にも恵まれ、瀬

戸内海の美しい海と島々をバックに生徒た

ちは楽しそうに言葉を交わしていました。

豪勢な夕食の後はキャンドルサービス（夕

礼拝）の時間。ろうそくの幻想的な火を見

つめて心静かに礼拝の時間を過ごしました。 

２日目もイベントが盛りだくさんでした。

まず、音楽の時間に練習を重ねた各クラス

の「校歌・讃美歌発表会」に始まり、これ

ぞ！女の闘い！「クラス対抗の熱狂ドッジ

ボール大会」。そして最後は BBQ 大会でした。

BBQ でも生徒は大盛り上がり。なかには、

おひつ を３回もおかわりをする強者グルー

プも。最後まで元気にケガなく楽しく過ご

すことができました。この合宿の経験を糧

に、楽しく充実した学校生活を送ってくれ

ることを願っています。 

（中１学年会） 
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① 中２ <広島市青少年野外活動センター> 

中２は「青少年野外活動センター・こ

ども村」に行き、飯盒炊さん（カレー作

り）を行ないました。薪割り・火起こ

し・食材や食器の準備などなど…それぞ

れの班で工夫しながら取り組みました。

チャレンジキャンプ本番でも、今回の経

験を活かして、おいしいカレーを作って

ほしいと思います。 

（中２学年会） 

 

② 中３ <蜂ヶ峯総合公園> 

中３は蜂ヶ峯に行きました。 

天候にも恵まれ、クラスの親睦を深め

る良い一日となりました。 

広いグランドで、ソフトボールやドッ

ジボール、バトミントンで汗を流すグル

ープ、アスレチックで自分の能力を試す

人たち、長いローラー滑り台で教員と共

に童心に帰ってはしゃいでみたり、皿回

しのスキルをどんどんレベルアップさせ

たりと、日頃とは全く違う時間を過ごす

ことが出来ました。 

（中３学年会） 

 

③ 高２ <しまね海洋館アクアス> 

高校２年生は、春の遠足で、毎年恒例

の AQUAS こと「しまね海洋館」に行っ

てきました。前日に降った雨の影響もあ

り、少し肌寒い日でしたが、何とか天候

も持ち堪えてくれました。シロイルカの

パフォーマンスやペンギンのお食事タイ

ム、大水槽を泳ぐエイの姿にみな見入っ

ていました。新しいクラスになって２週

間。行き帰りのバスは HR 委員が企画し

たレクリエーションで盛り上がり、クラ

スそれぞれが親睦を深めたようです。高

校２年生は、広島女学院中高のリーダー

として学校行事を引っ張っていく立場に

あります。今回の遠足で築いたクラスの

チームワークを活かして、今年度の女学

院を盛り上げていってほしいと思ってい

ます。 

（高２学年会） 

 

④ 高３ 

高３の春の遠足は、３学期から準備を

始めて各クラス様々な場所に行きました。

Ａ組はフォレスト・アドベンチャー広島、

Ｂ組とＤ組は平田観光農園、Ｃ組は大暮

養魚場（釣り堀）、Ｅ組は

防府天満宮でした。アスレ

チックに、イチゴ狩りに、

釣りに、祈願(？)に、曇り

空で時々小雨に降られたク

ラスもありましたが、それ

ぞれにとっても楽しみました。女学院中

高最後の１年。これからの行事も一つ一

つ、きちんと準備

してうんと楽しん

で、よい思い出を

作っていこうと思

います。 

（高３学年会） 

 

ＰＴＡ総会 

2019 年度の PTA 総会が５月 18 日

（土）に行われました。この日は、授業

参観日でもありましたが、礼拝スケジュ

ールが昨年までと異なり、教室での放送 

遠 足  

4 月 25 日（木） 

（中２･３、高２･３） 
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礼拝からスタートでしたので、ほとんど 

の保護者の方は授業から参観していただ

き、生徒の日常を見ていただきました。 

総会は、11 時から始まりました。まず、

昨年度の事業・決算報告があり、続いて新

年度の役員選出、事業・予算案が承認され

ました。昨年度予算からはラーニングコモ

ンズで使用する椅子や机、ホワイトボード

を購入していただき、生徒たちが主体的に

活動できる環境を整えていただきました。

毎年のことですが、女学院でのさまざまな

活動は PTA の方々に支えていただいている

ことを実感しています。感謝です。 

昨年度役員の皆様、労を惜しまず PTA 活

動に取り組んでいただき、ありがとうござ

いました。新年度の役員を引き受けてくだ

さった皆様、ご多忙な中をありがとうござ

います。１年間どうぞよろしくお願いいた

します。 

   （中学教頭） 

 

生徒会活動（中学） 

中学生徒会各委員会の、今年度の年間目

標を紹介します。 
 
評 議 会   決算、予算の報告を誰にでも

わかりやすく説明し、気軽に

意見を出してもらい、それを

尊重してよりよい女学院を築

く。 
 
礼 拝 委 員 レッツいろいろなことにチャ

レンジして忘れずに仕事をし

よう。 
 
美化委員会 清潔でちり一つない掃除へ。 
 
保健委員会 毎日明るく健康第一ＪＯＩＮ 

ＬＩＦＥ 
 
図書委員会 本を丁寧に扱い、当番を忘れ

ないようにしながら、素早く

正確に貸出と返却をする。 
 
体育委員会 ファイト一発！体育委員 
 
選挙管理委員会 五人委員会のわかりやすい説

明と正確な開票 

 
生徒会会計 正確で丁寧な会計を心がけ

る。 

五人委員会 生徒一人ひとりが笑顔で輝け

るような女学院に！ 

 

（中学生徒会顧問） 
 

 

 

 

① 高校演劇部 春の公演 

４月 20 日（土）に高校演劇部が 2019 年

度の春の公演を行ないました。上演した

「カレッジ・オブ・ザ・ウィンド」（作・成

井豊）は、家族・愛する人との絆の再生を

描いた心あたたまる長編作品です。事故で

家族を失った主人公の「ほしみ」や、大き

な秘密を抱える登場人物たちの心情につい

て何度も議論をして練習に取り組みました。

難しい作品でしたが、去年の 12月から部員

が一丸となって重ねてきた試行錯誤、この

公演で引退となる３年生のこれまでの成果

が存分に発揮された公演になったと思いま

す。お越しくださった皆様に感謝申し上げ

ます。今後も部員顧問共々、精進してまい

りますので応援よろしくお願いいたします。 

（高校演劇部顧問） 

 

② 中高マンドリン部 第39回定期演奏会 

中高マンドリン部は４月21日（日）に39

回目となる定期演奏会を催しました。 

第１部は「東洋の印象」、「バラの間奏

曲」、「マドリッドの夏の一夜の思い出」

を全員で演奏し、第2部は例年通り高３の５

人による演奏でした。この５人は、この１

年間５つのパートに一人ずつの最上級生と

して、支え合って重責を担ってきました。

下級生の指導に時間を取られる中で、少な

い時間を使って練習しました。気持ちのこ

生徒会 春の公演 
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もったよい演奏をしてくれたと思います。 

第３部はまた全員で「小組曲“子供たち

の遊び”」その他を演奏しました。生徒の

指揮による演奏も２年目となりました。演

奏する側は慣れてきても、指揮者は初めて

の経験であり、曲数も多く、その重圧との

闘いは大変なものだったはずです。指揮者

の謙虚にこつこつと努力する姿に引っ張ら

れるように、部員たちは自然とまとまって

いきました。 

この演奏会を支えてくださった皆様に、

心から感謝申し上げます。そしてこれから

もご支援の程よろしくお願いいたします。 

（中高マンドリン部顧問） 

 

保健室だより（２） 

2019 年度健康診断が実施されています。 

 第一次スクリーニング（身体測定・視力

検査・聴力検査・中１高１の心電図検査・

高１レントゲン直接撮影）、尿検査（３回）

は、終了いたしました。６月６日（木）午

後からは、耳鼻科・眼科・歯科検診があり

ます。家で耳のそうじをしてきてください。

検診結果で受診の必要のある人には、後日、

個人的にお知らせいたします。また、７月

末にも、検診結果がすべて書かれた健康診

断個人票をお返しします。 

気候の変化により、何かと体調をくずし

やすい季節となりました。熱中症予防のた

めにも、必ず水分、朝食をとって登校する

ようにしましょう。 

（保健室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

心の健康（２） 

前回はストレス解消のヒントを頭文字順

にお知らせしました。今回からは１つずつ

少し詳しくお伝えします。 

  S―sport  ・運動をしよう 

 人の心と体はうまくつながっています。

心配事が続くと胃が痛くなったり、潰瘍が

できたりと心因性の身体症状が出ます。ま

た、体が疲れ過ぎると、イライラしたり、

気分が滅入ったりします。これらは心身が

関係していることを示しています。 

 スポーツ・運動は体を鍛えるだけでなく

体のほうから心に働きかけることになりま

す。体は、心臓のように意識しなくても動

いているところと、手足のように意識して

動かすところと、その両方の動きで成り立

っています。意識的に体を動かすことで機

能も血液の循環も良くなり、爽快な気分と

なり、ストレスも自然に解消します。 

気候の良いこの時期は、意識して、運動

を毎日の生活の中に入れていましょう。 

     （カウンセラー） 

 

生徒の活躍 

《中学》 

◇中学ソフトテニス部 

＊広島市ソフトテニス選手権大会 

（安芸・中ブロック大会） 

団体：２位 ⇒ 市大会への出場権獲得 

個人：Ｙ・Ｍ（２－４） 

   Ｍ・Ｗ（２－５）ペア 

   Ｆ・Ｍ（３－４） 

   Ｔ・Ｓ（３－２）ペア 

   Ｏ・Ｍ（３－２） 

   Ｏ・Ｍ（３－３）ペア 

⇒ 市大会への出場権獲得 

 

◇中学バレーボール部 

＊広島市バレーボール選手権大会（中区大会） 

３位 ⇒ 市大会への出場権獲得 
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《高校》 

◇高校水泳部 

＊広島地区春季水泳競技大会 

  個人 

Ｇ・Ｒ（２－Ｄ） 

100ｍ背泳ぎ ５位 

200ｍ背泳ぎ ６位 

⇒いずれも県大会への出場権獲得 

   Ｋ・Ｙ（１－Ｃ） 

     400ｍ自由形 ６位 

     800ｍ自由形 ５位 

     ⇒いずれも県大会への出場権獲得 

   Ｎ・Ｙ（１－Ｃ） 

     50ｍ自由形 

     100ｍ背泳ぎ 

     ⇒いずれも県大会への出場権獲得 

   Ｓ・Ｙ（１－Ｄ） 

     50ｍ・100ｍ自由形 

     ⇒県大会への出場権獲得 

   Ｙ・Ｓ（１－Ｅ） 

     100ｍ自由形 

     ⇒県大会への出場権獲得 

 

◇高校バスケットボール部 

＊第 63 回中国高等学校バスケットボール

選手権大会 広島地区予選 

⇒県大会出場権獲得 

 

＊第 63 回中国高等学校バスケットボール

選手権大会 広島県大会 

⇒７年ぶり 広島県ベスト 16 

 

＊第 72 回広島県高等学校総合体育大会 

バスケットボールの部 広島地区予選 

広島地区ベスト８ 

（２年連続県総体出場） 

 

 

 

 

 

◇個人の活躍 

＊The Global Enterprise Challenge 

（国内予選） 

⇒総合６位（69 チーム中） 

Marketing and Market Research 部門 

⇒１位 

    Ｎ・Ｎ（２－Ｄ） 

Ｎ・Ｙ（２－Ｄ） 

Ｏ・Ｙ（２－Ｄ） 

Ｙ・Ｒ（２－Ｄ） 

Ｈ・Ｕ（２－Ｅ） 

Ｋ・Ｍ（２－Ｅ） 

Ｍ・Ｅ（２－Ｅ） 

 

＊第１回広島県高校生模擬裁判選手権 

団体：優勝 

Ｉ・Ｒ（２－Ａ） 

Ｋ・Ａ（２－Ａ） 

Ｔ・Ｋ（３－Ｄ） 

Ｈ・Ｍ（３－Ｅ） 

Ｔ・Ｔ（３－Ｅ） 

    個人： 

Ｔ・Ｔ（３－Ｅ）優秀弁護人賞  

     Ｓ・Ｒ（２－Ｅ）優秀検察官賞  
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夏服更衣　教育実習（6月21日（金）まで　（L・総）

　　高　県総体

2 日

中間テスト素点確認

　　面接週間（40分授業）

4 火

5 水

　　（午前）1～5限授業

　　（午後）第2次スクリーニング

7 金

高3進研マーク模試

　　リーダープレキャンプ

9 日

10 月

11 火 鑑賞行事（中学3,4限　高校5,6限）

12 水 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［EP］

13 木

14 金 （中学）漢字検定（中1～中3）

15 土 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（L・総）

16 日

17 月 　　平和を祈る週

18 火 　　参観日

19 水 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［EP］

20 木

21 金

22 土 　　平和を祈る週特別礼拝　　　　　　　　　（L)

23 日

24 月

25 火

26 水 4～6限　土曜授業　　　　　　　　　　（L）［EP］

27 木

28 金

29 土

30 日

8 土

1 土

3 月

6 木

 

今月の聖句 
 

「昼の十二時になると、全地は暗くなり、

それが三時まで続いた。」                                

（マルコによる福音書 15 章 33 節） 

 

「『昼の 12 時』『３時まで』とありますが、

原文は『第６の時』『第９の時』となってい

ます。イエスの時代のユダヤにおける時の

数え方を推論しなさい。」 

 世界史でこんな問題が出題されたら、皆

さんはどう答えますか。 

 私たちの聖書の訳の「「昼の 12 時から

（午後）３時」は、原文で「第６時から第

９時」ですから、「１時」の長さは現代と同

じです。 

 また、イエスが亡くなったのは春分の日

に近いので、原文の「第６時」の起点は、

朝の６時つまり夜明けの頃、となります。 

 以上から、イエスの時代の時の刻み方は、

A:「日の出から日の出までを 24等分したも

のだった」または、B:「日の出から日没ま

でを 12 等分、日没から日の出までを 12 等

分したものだった」と推定できます。この

うち A の 24 時制は近代の天文学や軍事の

分野以外では一般的ではなかったので、B

であった可能性が高いと推論できます。 

 ちなみに、日の出や日没を起点として分

割する時間は、季節によって長さが変わる

ので「不定時法」と言います。日本の江戸

時代も日の出から日没までを６等分、日没

から日の出までを６等分する数え方でした

から、不定時法でした。江戸時代、季節に

よって１刻が最大 48分もの違いがあったの

です。   

そんなことを考えると、十字架の場面の

記述であるにもかかわらず、少し楽しくな

ってしまいます。 

（聖書科Ｙ．Ｉ） 

６月行事予定表 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 


